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1. 「PQBP1遺伝子変異が関与する知的障害の原因を解明」２０１４年４月３０日 

5/1 中日新聞CHUNICHI Webにて掲載「脳内タンパク質の遺伝子変異 知的障害の原因」 

5/1 北國新聞ホームページにて掲載「知的障害の原因解明 富大などのグループ」 

5/1 YOMIURI ONLINEにて掲載「遺伝子変異で知的障害 発症の原因解明」 

5/13 マイナビニュースにて掲載「TMDUなど、「PQBP1」遺伝子の変異による知的障害の発症

メカニズムを解明」 



5/15 日経産業新聞 5月15日号 11面にて掲載「東京医科歯科大など 知的障害に関わるたんぱ

く質 立体構造突き止め」  

 

2.「小頭症モデル動物の人為的脳サイズ回復に成功」２０１４年７月２９日 

7/29 yahoo!ニュースにて掲載「小頭症マウス、脳サイズ回復＝遺伝子治療の可能性期待-医科

歯科大など」 

7/29 時事ドットコムにて掲載「小頭症マウス、脳サイズ回復＝遺伝子治療の可能性期待－医科

歯科大など」 

7/29 共同通信47NEWSにて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 四国新聞社Shikoku News電子版にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復／小頭症マウス

の実験」 

7/29 佐賀新聞電子版にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 東京新聞(TOKYO Web) にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 山陽新聞医療ニュース(全国)電子版にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウ

スの実験」 

7/29 京都新聞電子版にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 静岡新聞電子版にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 西日本新聞電子版にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 神戸新聞NEXTにて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 東京新聞(TOKYO Web) にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 さんようタウンナビにて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 大分合同新聞電子版にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復」 

7/29 信濃毎日新聞[信毎web] にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 北海道新聞電子版にて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭症マウスの実験」 

7/29 日本の研究.comにて掲載「小頭症モデル動物の人為的脳サイズ回復に成功」 

7/29  BioPortforilにて掲載“In utero gene therapy rescues microcephaly caused by Pqbp1-

hypofunction in neural stem progenitor cells” 

7/30 デーリー東北新聞社ONLINE SERVICEにて掲載「遺伝子入れて脳の大きさ回復 小頭

症マウスの実験」 

7/30 日刊工業新聞Business Lineにて掲載「東京医科歯科大、遺伝性難病「小頭症」の発症メ

カニズム解明」 

7/30 日刊工業新聞 20面にて掲載「東京医科歯科大、遺伝性難病「小頭症」の発症メカニズム

解明」 

8/4 日経産業新聞 10面にて掲載「小頭症発症、仕組み解明、東京医科歯科大、マウスで遺伝子

治療成功」 

9/2 MSN産経ニュースにて掲載「小頭症マウスの実験 遺伝子を入れて脳の大きさ回復」 

9/2 産経新聞朝刊 21面にて掲載「小頭症マウスの実験 遺伝子を入れて脳の大きさ回復」 

 

3. 「アルツハイマー病の発症前・超早期病態を部分的に解明」―アルツハイマー病の治療に道

筋― ２０１４年９月１７日 



9/17 共同通信 47NEWS にて掲載「アルツ発症前にタンパク質異常 東京医科歯科大が発見」 

9/17 神戸新聞 NEXT 電子版にて掲載「アルツ発症前にタンパク質異常 東京医科歯科大が発

見」 

9/17 msn 産経ニュースにて掲載「発症前にタンパク質異常 アルツハイマー病」 

9/17 中日新聞電子版にて掲載「アルツ発症前にタンパク質異常 東京医科歯科大が発見」 

9/17 佐賀新聞電子版にて掲載「アルツ発症前にタンパク質異常 東京医科歯科大が発見」 

9/17 Infoseek ニュース電子版にて掲載「アルツ発症前にタンパク質異常 東京医科歯科大が

発見」 

9/17 山陽新聞医療ニュース・岡山医療ガイド電子版にて掲載「アルツ発症前にタンパク質異

常 東京医科歯科大が発見」 

9/17  北海道新聞電子版どうしん web にて掲載「アルツハイマー発症前にタンパク質異常 東

京医科歯科大が発見」 

9/18 Biglobe ニュース電子版にて掲載「東京医科歯科大、アルツハイマー病発症前の超早期

病態の一部を解明」 

9/18 日本経済新聞夕刊 12 面にて掲載「アルツハイマー病 発症前に脳のたんぱく質変化、東

京医歯大」 

9/18 日本経済新聞電子版にて掲載「アルツハイマー病、発症前に脳内たんぱく質が変化」 

9/18 北海道新聞朝刊 35 面にて掲載「アルツハイマー早い段階で異常、発症前 脳のタンパク

質に、東京医科歯科大」 

9/18 愛媛新聞朝刊 7 面にて掲載「アルツハイマー病 発症前の脳細胞 タンパク質異常、東京

医科歯科大分析」 

9/18  東奥日報朝刊 22 面にて掲載「アルツハイマー病、発症前にタンパク質異常、東京医科

歯科大発見、早期診断に期待」 

9/18  日経産業新聞 10 面にて掲載「アルツハイマー発症前の病態、脳内の化学反応発見、東

京医科歯科大」 

9/18  マイナビニュースにて掲載「アルツハイマー病の治療法開発に期待 -TMDU、発症前の

病態変化の一端を解明」 

9/18  日刊工業新聞 Business Line にて掲載「アルツハイマー発症前の神経変化、１７種のた

んぱく質が関与－東京医科歯科大」 

9/18  日刊工業新聞 23 面にて掲載「アルツハイマー発症前の神経変化、１７種たんぱく質関

与－東京医科歯科大」 

9/20  Livedoor ニュース電子版にて掲載「東京医科歯科大、アルツハイマー病発症前の超早期

病態の一部を解明」 

9/20  財経新聞電子版にて掲載「東京医科歯科大、アルツハイマー病発症前の超早期病態の一

部を解明」 

9/20  Excite ニュース電子版 にて掲載「アルツハイマー病の治療法開発に期待 -TMDU、発

症前の病態変化の一端を解明」 

9/21  NHK ニュース おはよう日本（NHK 総合、朝 7 時放送）にて報道「アルツハイマー病 

脳内神経細胞に異常」 

9/21  NHK ニュース web（ニュース映像）配信「アルツハイマー病 脳内神経細胞に異常」 



9/21  NHK BS ニュース（BS1）にて報道「アルツハイマー病・初期段階で脳神経細胞に異

常」 

10/15 産経ニュースにて掲載「アルツハイマー 発症前にタンパク質異常」 

10/16 毎日新聞 15 面にて掲載「アルツハイマーに早期病態」 

 

4. 「脊髄小脳失調症モデルマウスの遺伝子治療に成功 ～神経変性疾患の治療開発につなが

ることを期待～」 

12/16 医療介護ＣＢニュース「脊髄小脳失調症マウスの遺伝子治療に成功－東京医科歯科大、

治療開発に期待」 

12/16 日経産業新聞 ８面にて掲載「小脳失調帳に遺伝子治療 東京医科歯科大 マウスで効果

確認」 

12/16 化学工業日報 ４面にて掲載「脊髄小脳失調症１型 遺伝子治療で効果 東京医歯大が

動物実験」 

12/18 QLife Pro にて掲載「脊髄小脳失調症モデルマウスの遺伝子治療に成功−JST ら」 

12/19 日刊工業新聞 33 面にて掲載「歩行・言語障害など神経変性疾患 遺伝子治療法を開発 

東京医科歯科大 自治医大」 

12/19 日刊工業新聞 Business Line にて掲載「東京医科歯科大と自治医科大、歩行・言語障

害など神経変性疾患の遺伝子治療法を開発」 

 

〔その他〕 

 

 

 

 

 


